＜浜松市博物館＞公園・遺跡クイズラリー（中学生用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　名前（　　　　　　　　）
	場　所
	問　　　　　題
	答　え　と　説　明

	博物館玄関前
	蜆塚遺跡に関する問題です。
蜆塚遺跡では、今から約４０００年前から３０００年前までの約１０００年間、断続的ではありますが、人々が住んでいた跡が見つかっています。

なぜ、長い期間、人々はここに住んでいたのでしょうか。
	

	４本柱の跡
	ここは、発掘調査をしたときの様子を再現してあります。４つの穴が四角形の形をしていることが分かります。

発掘調査をしていると、なぜ、穴がうまく見つかり、柱の跡と分かるのでしょうか。

	

	復元家屋
	これらの復元家屋は、発掘した柱穴の跡などから推定して、今から４０００年前の建物を再現したものです。
　ここの建物は竪穴式ではなく、平地式でした。家屋の中央には、炉（ろ）があったと考えられていますが、発掘調査ではその痕跡が見られなかったため、石で囲んだ「炉」を再現してありません。

　では、江戸時代の家である「旧高山家住宅」とこの復元家屋を比べて、共通することを３つ書きなさい。
	

	貝層保存施設
	ここにある貝殻の約９０％はヤマトシジミです。皆さんが食べているシジミと比べると、大きさがかなり大きいです。
では、なぜ、大昔のシジミは大きかったのでしょうか。


	

	旧高山家住宅
	　この高山家住宅は、村櫛町で漁業・農業を営んできた高山さんの家として使われていたもので、１９８０年に蜆塚公園に移築しました。江戸時代の安政（１８５４～

１８６０年）の頃に、今の館山寺町から古い家を買って移築したと言われているので、２００年以上経っていると考えられます。
　では、この家の造りで、今の家との違いを１０個書きなさい。
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＜浜松市博物館＞公園・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(いせき),遺跡)クイズラリー（中学生用）
答　え

	場　所
	問　　　　　題
	答　え　と　説　明

	博物館玄関前
	蜆塚遺跡に関する問題です。

蜆塚遺跡では、今から約４０００年前から３０００年前までの約１０００年間、断続的ではありますが、人々が住んでいた跡が見つかっています。

なぜ、長い期間、人々はここに住んでいたのでしょうか。
	豊かな森が広がり、獣や鳥、木の実などの食料が豊富にあったから。

近くに佐鳴湖があり、魚や貝などの魚介類がたくさん採れたから。

	４本柱のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あと),跡)
	ここは、発掘調査をしたときの様子を再現してあります。４つの穴が四角形の形をしていることが分かります。

発掘調査をしていると、なぜ、穴がうまく見つかり、柱の跡と分かるのでしょうか。

	　発掘調査で地面を掘っていくと、土のかたさや色が違うため、穴の形がはっきりしてくる。そして、同じ大きさの穴が規則正しく並んでいると、それが建物の柱であったと想像できるから。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくげん),復元)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かおく),家屋)
	これらの復元家屋は、発掘した柱穴の跡などから推定して、今から４０００年前の建物を再現したものです。

　ここの建物は竪穴式ではなく、平地式でした。家屋の中央には、炉（ろ）があったと考えられていますが、発掘調査ではその痕跡が見られなかったため、石で囲んだ「炉」を再現してありません。

　では、江戸時代の家である「旧高山家住宅」とこの復元家屋を比べて、共通することを３つ書きなさい。
	・土間（土でできたところ）がある。

・屋根が植物の茅（かや）でできている。

・トイレや風呂が家の中にない。

・煮炊きをするのが地面である。

・煙突がなく、家の中に煙が充満し、においがある。

・床や地面に直接座る。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいそう),貝層)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほぞん),保存)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しせつ),施設)
	ここにある貝殻の約９０％はヤマトシジミです。皆さんが食べているシジミと比べると、大きさがかなり大きいです。

では、なぜ、大昔のシジミは大きかったのでしょうか。


	　今と違い、人口が少なく、シジミを採る量が少なかったため、４～５年間かけて大きく育ったシジミだけを採って食べていたから。

（現在でも、このぐらいおおきくなったシジミがあるが、高級食材として高級なお店で使われている。）

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゅう),旧)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかやまけ),高山家)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅうたく),住宅)
	　この高山家住宅は、村櫛町で漁業・農業を営んできた高山さんの家として使われていたもので、１９８０年に蜆塚公園に移築しました。江戸時代の安政（１８５４～

１８６０年）の頃に、今の館山寺町から古い家を買って移築したと言われているので、２００年以上経っていると考えられます。

　では、この家の造りで、今の家との違いを１０個書きなさい。
	・トイレがない。　　　　　
・おふろがない。

・かべが土でできている。　　

・土間（どま）がある。

・かまどがある。　　

・屋根がかやぶきである。　

・天井（てんじょう）がない。

・雨戸（あまど）が木でできている。

・流し（洗い場）が木でできている。　

・水道がない。

・板のゆかの上にござがしいてある。

・ガラス窓がない。

・つっかい棒で雨戸やドアを固定し、外から開かな
いようにしている。

・部屋と部屋の間にかべが少ない。

・押入れ（クローゼット）がない。


